
 

 

 

 

 
 

２学期を振り返って 
                                校長 小松重樹 

 ２０２３年も残り僅かになり、新しい年への期待が膨らむころとなりました。１２

月になっても２０℃という日があり、１日の中でも寒暖差が激しく、体調を崩している

生徒が多く見受けられました。全国的にもインフルエンザが増え、本校でも学年によっ

ては、学級・学年閉鎖をせざるを得ない状況でした。大田区連合陸上選手権大会をはじ

め、行事の多い学期でしたが、コロナ前のように取り組むことができたことは嬉しいこ

とでした。 

 １２月の三者面談ではお忙しい中、ご来校いただき感謝申し上げます。面談を通し

て、お子さまの様子を知り、担任を近くに感じる、良い機会になっていたら幸いです。

生徒は１日の生活の中で、学校で生活する時間が最も長いです。中学生は、就寝時間よ

りも長い時間を、友だちや教師と学校で一緒に過ごします。学校生活が「元気で楽しく」

なければならない理由はそこにあります。毎日のことなので、それほど真剣に考えず当

たり前のように過ごしていますが、中学生にとってはだれが近くにいるのか、友だち関

係が良好か、居場所があるかが、元気で楽しく過ごせる一つの要素になります。長い時

間学校にいるから、担任は常に生徒と向かい合っているのだろうと思いがちですが、小

学校と異なり教科担任制では、担任がクラスの全ての生徒と話をするということさえ

難しい現状です。しかし、担任を含め教科担当教諭と、気になる表情をしていた生徒を

見逃さないように取り組み、声をかけるように努めています。「生徒と向き合う」とい

う基本的なことを大切にして今後も取り組んでまいります。  

年末年始はクリスマスや大掃除、お正月という大きな行事があり、大事にされている

伝統文化です。これを楽しみにしている生徒も多いと思います。ただ大いに楽しんでも

らっても構いませんが、冬休みは１４日間しかありません。３学期に気持ちよくスター

トができるようにお子さまが、計画的そして規則正しい生活になるようにご対応いた

だきますと幸いです。生徒には早めに課題を終わらせ、大掃除等の家の手伝いを率先し

て行うように指導しています。  

今後はインフルエンザやノロウイルスが流行し易く、発熱や体調を崩しやすい時期

になります。冬休みは体調管理に

十分注意して、心身ともにゆっく

り休ませることや、悩みがあり、

様子がおかしいときには本校に

ご連絡いただけると助かります。

有意義に冬休みを過ごせるよう

に、ご家庭でもご協力をお願いい

たします。 
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令和５年度海外派遣  

 今年度は海外派遣を再開して、実施することができました。コロナ前には夏休みに２週

間海外派遣に行っていましたが、今回は１１月３日（金）から８日間の滞在になりました。

東蒲中では代表として、アメリカコースを２年Ｃ組の男子生徒、ドイツコースを２年Ｂ組

の女子生徒が選ばれました。１０月１５日（日）に海外派遣の結団式、１２月１７日（日）

に海外派遣報告会を行いました。報告会では英語で発表し、２人とも堂々としていて、立

派に代表としての役割を果たしました。以下に感想を紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎12・1 月の主な予定 

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事 

12 
25 月 終業式 生徒会意見交換会  

１ 

19 金 英語検定  

26 火 冬季休業始  20 土 連合書初展 (～ 26) 土曜補習教室  

１ 

９ 火 始業式 安全指導  23 火 避難訓練（J アラート） 

11 木 専門委員会  26 金 ３年都立推薦入試  席書会 

12 金 中央委員会  29 月 ２年ｵｰｹｽﾄﾗ鑑賞教室 AM 

13 土 ものづくり学習フォーラム  30 火 専門委員会  

15 月 生徒会朝礼  31 水 連合技家展始 (～2/6) 

 

アメリカコース        2 年 C 組  

僕はこの海外派遣で主に２つ大きく成長

することができました。  

 一つはコミュニケーション能力です。ボ

ストンでの初日は現地の方々に自分から積

極的に話すことはあまりありませんでし

た。それは英語でうまく会話できるかが心

配だったからです。しかし、ホストファミリ

ーに質問や会話はなどをどんどん挑戦して

いくうちに、間違えてもよいから話す機会

を増やし、後悔のないようにしようと思え

るようになりました。そこから、たくさん現

地の方々と話し、コミュニケーション能力

が上がっていきました。  

 二つは、疑問に思ったことを進んで質問

することができるようになりました。多く

の質問をしたことで行っただけではできな

い、外国の文化に対しての理解がさらに深

いものになりました。この海外派遣は人生

の財産になりました。これからもホストフ

ァミリーとの関係を継続し、将来また会い

に行きたいと思います。  

ドイツコース          2 年 B 組  

私たち大田区海外派遣団Ｂコースは１１

月３日～１１月１０日までの８日間、ドイ

ツのブレーメン市に親善大使として行って

きました。  

 そこでは、ホームステイによるドイツの

みなさんとの交流。移民博物館で学ぶドイ

ツの移民の歴史。現地の学校に行き、親善大

使として日本文化についてのスピーチした

こと。言葉の壁とそれを乗り越えた先の楽

しさなど、ここではのせきれないくらい多

くの経験やもうできないような経験をする

ことができ、心身ともに強くなることがで

きました。  

 また、昔からの建物ばかりだったり、気温

が東京とは全然違ったり、高速道路の速度

制限が１２０ｋｍや無制限であることな

ど、知ってはいた文化の違いを実際に体験

することができました。  

 このような経験ができたこと、そしてド

イツの皆さんが私達を快く受け入れてくれ

たことを感謝し、かしわ祭作品展などを通

して皆さんに伝えていきたいと思います。  


